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レポートの種類

Microsoft Teams 上で行われたチャット、会話、
いいね等のリアクション回数からメンバー間のつ
ながりをレポートしてチームの状態を可視化しま
す。

エンゲージメントレポート│スコア
Microsoft Teams 上で行われたチャット、会話、い
いね等のリアクションをスコアと化。チームコミ
ュニケーション活性度の推移を計測できます。

生産性レポート│利用時間
Office 365 の利用から近似的な業務時間を算出し
て、組織全体や、部門、従業員単位での業務時間
をレポート。時間外労働が一目瞭然です。

生産性レポート│アプリの利用傾向
コミュニケーション、情報検索や共有、資料作成
にどれくらい時間をかけているのか把握でき、よ
り良い働き方を検討する参考となります。

生産性レポート│グループの利用時間
部門メンバーの利用時間をランキングで表示。
部門内で業務負荷に偏りがないか、長期的に偏っ
た状態が継続していないかが確認できます。

ファイル共有の推移から、社内で必要とされてい
る情報の種類、価値の高い情報を作成する部門や
従業員などが特定できます。

https://intellireport.discoveries.co.jp

チームの働き方を可視化して、生産性とエンゲージメントを高めるためのレポートを提供

働く人に特化した
ビックデータ解析クラウドサービス

＜ システム要件 ＞
・Office 365 が利用できる環境
・Microsoft Azure：Office 365 に標準装備

システム／アカウント要件

● 税抜き表記です。 ● ログ取得対象サービス│Exchange、Teams、Yammer、SharePoint、OneDrive
● スタンダードプランでは、SharePoint アクセスログレポート並びにOffice365 監査ログダウンロード機能を提供しています。

＜ 閲覧ブラウザ ＞
・Internet Explorer 11.0
・Windows版 Microsoft Edge
・Windows版 Mozilla Firefox
・Windows版 Google Chrome ※各最新バージョン

インテリレポート® ワークスタイル アナリティクス 料金プラン

初期費用 0 円 30 日間 無料

＜ アカウント要件 ＞
・Azure AD の管理権限
・Office 365 グループを作成する権限
・Office 365 の全体管理者権限

月額 600円 ×ユーザー数

お問合せ／サポート
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リモートワークが普及する一方、マネージャーが部下の働き
方を把握しにくいという課題が出てきています。
働き方を可視化するインテリレポートによって、マネー
ジャーは部下と信頼関係を築き、チームメンバー一人ひとり
が成果を発揮できるようサポートできるようになります。

多様な働き方によって、チームの一体感を課題に感じること
はありませんか？
つながりの希薄さはモチベーションに影響します。チームコ
ミュニケーションの課題をインテリレポートで見つけること
ができれば、メンバーのエンゲージを高める対応がとりやす
くなり、定着率アップにもつながります。

チームの働き方を可視化して、生産性とエンゲージメントを高めます

あなたはチームを導く方法を知っていますか？

働き方改革に欠かせない
リモートワークの安心導入

従業員間のつながりを強化で
離職を防止

ISO27001で運用
情報セキュリティレベルの
高品質で安心なサービス

自動収集
Office365 利用データ自動収集
アンケートの手間は不要

上司も、人事も
従業員の働き方を数値で確認
具体的アドバイスが可能

働き方を分析する

ナレッジ共有を分析する

マネージャーは、Office365 の利用時間
を元にしながらリーダーと会話して、働
き方を分析し、より良い働き方を模索で
きます。
従来の肌感覚に基づく指導から、数値を
見ながらの具体的なアドバイスができる
ようになるため、高い改善効果が期待で
きます。

膨大に蓄積された情報の中から、利用度
が高い重要なナレッジを特定でき、ナレ
ッジの共有に貢献している従業員が分か
るのがアイディエーションレポート。
逆に利用度が低く貢献度の低い業務を見
つけ、業務の整理や自動化などの改善に
役立てることができます。

会話や反応が多いほど円が大きく、つな
がりが多いほど線が多くなる 分かりやす
いコミュニケーションネットワーク。
マネージャーは、空気や雰囲気から判断
していたチーム内連携やコミュニケーシ
ョンの実態を数値で把握。必要に応じた
会話や、周囲のフォローを促してチーム
力を高めるアドバイスができます。

インテリレポートの特徴

チームのコミュニケーションを
分析する
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